
   

あけましておめでとうございます。 

 今年も絵本館をよろしくお願いします。今年はさる年ですね。おさるの登場する絵本といえば、ひとまねこざる

のジョージが思い浮かびます。皆さんもよくご存じとは思うのですが、今月の絵本館だよりはジョージと作者のＨ・

Ａ・レイさんをご紹介したいと思います。 

『ひとまねこざるときいろいぼうし』Ｈ・Ａ・レイ：作 光吉夏弥：訳 岩波書店 

 アフリカのジャングルにいたジョージが、黄色い帽子のおじさんとアメリカに来ることになった

シリーズ第１作目です。前半は船の中での大騒ぎ、後半はアメリカに渡ってきての大騒ぎといつも

ジョージのいるところは大騒ぎになります。ジョージのいるところに大騒ぎありです！！ 

 

『ひとまねこざる』Ｈ・Ａ・レイ：作 光吉夏弥：訳 岩波書店 

 アメリカの動物園で暮らしていたジョージが、動物園での生活に飽きてしまい、逃げ出すところ

からお話が始まります。黄色い帽子のおじさんに会いたくて、探し始めます。さてさて、ジョージ

がどんな騒ぎを巻き起こすかは、読んでのお楽しみ！ひとまねこざるのシリーズのどの作品でも、

ジョージは大騒動を巻き起こしますが、不思議と騒ぎに巻き込まれた人たちの顔が怖くありませ

ん。むしろ笑っている人もいます。それはきっと、ジョージの行動が子どもたちと似ているからで

しょうね。かわいい子どもも、ジョージも叱ろうと思っても、つい笑顔になってしまう・・・ 

う～ん、納得！ 

『きりんのセシリーと９ひきのさるたち』Ｈ・Ａ・レイ：作 光吉夏弥：訳 

メルヘン社 

 家族みんなが動物園に連れて行かれたキリンのセシリーと家がなくなってしまった９匹の

サルたちが出会って、楽しく暮らし始めるお話です。この作品がレイ氏の最初の作品です。

そして、この作品で好奇心の強い、利口なジョージが登場します。ひとまねこざるのジョー

ジが誕生した作品なのですよ。 

 

『いぬ おことわり！』 マーガレット・ワイズ・ブラウン：文 Ｈ・Ａ・レイ：絵 ふくも

とゆみこ：訳 偕成社 

 動物園に行ってみたいと思っている小さな犬がいました。飼い主のおじさんに連れて行っても

らったら、なんと動物園の入り口に「いぬ おことわり」と書かれています。門番のおじさんは

「人間の子どもに見えたら、入れるのに」って言うではありませんか！そこで女の子に見えるよ

うに毛を切ったり、後ろ脚だけで歩けるように訓練したりして、とうとう動物園の中に入ります。さあ、無事に動物

園を楽しむことができるしょうか？ 飼い主のおじさんと小さい犬がそっくりな顔をしているので、親子に見える

かもね（笑）。 
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